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場　　　所　　　　　被　　　服

指導者　鶴田智美(cT)笹河博幸(sT
末廣剛志(sT

1　題材　　｢アイロン掛けをしよう｣

2　題材について

(1)題材設定の理由
(生徒の実態)
本グループは,各学年3名ずつ,計9名の生徒で構成されている｡衣服に関しては,生徒たち

はこれまでに, TPOに合わせた衣服の選択や洗濯の仕方などについて学習してきている｡家庭
では自分の役割として,洗濯物の取り入れや畳み,作業学習の中でアイロンを使用した作業に取
り組んでいる生徒もいる｡また,本グループには一般事業所-の就労を目指す生徒もおり,面接
や産業現場等における実習時に社会人にふさわしい身だしなみの意識を高めることも必要とされ
ている｡しかし,学習してきたことが家庭や学校生活において十分に生かされているとは言い切
れない｡しわのあるシャツをそのまま着たり,雑な畳み方やハンガー-の掛け方で,しわを付け
てしまったりする生徒もおり,清潔な衣服を着用することや身だしなみを整えることについて意
識を高める必要がある｡また,保護者からのアンケート結果によると,衣服の手入れに関する家
庭での役割は,スイッチ一つでできる洗濯よりも,その後の干す,畳む,収納,ボタン付けなど
-のニーズが高い｡生徒たちは高等部入学以前に衣類の手入れとして洗濯やアイロン掛けについ

ては,授業では取り組んだことがあるが,役割として定着するまでに至っていないことが多い｡
題材前のアイロン掛けに関する実態調査でも,技術面において定着していない実態が見えた｡そ
れは,生徒も保護者も役割や自分で行うべきこととする認識が低く,家庭で繰り返し取り組む場
面がなかったことやワイシャツ等-の正しい掛け方を知らないことが理由として考えられる｡
〈題材の意義･価値)
このような生徒の実態を踏まえて本題材ではアイロン掛けに取り組むことにした｡アイロンは

どこの家庭にもある道具で,授業の中でも一人で一台を操作することができる｡また,掛ける前
とその後ではっきりと見て分かる変化があり,生徒が気付き評価をすることで,掛け方を改善し
たり,工夫したりすることができる｡アイロンの技術を学ぶ際,身だしなみの意識の向上や,刺
服のワイシャツ-のアイロン掛けをすることで,自分のことは自分でするという意識にもつなが
るのではないかと考える｡
(ねらい)

本題材では,自分でできる衣服の手入れとしてアイロン掛けがあることを知り,アイロンの仕
組みや操作を理解し,安全に正しく使用できるようにする｡また,アイロン掛けの手順等を理解
し,家庭でも取り組もうとする意欲や態度,身だしなみを整えようとする態度を身に付けること
ができるようにしたい｡

(指導観)

具体的には,興味･関心を高めるために,カタログやインターネットでアイロンについて調べ
たり,専門家(クリーニング店)から話を闘いたりすることで,意欲的に学習に参加できるよう
にする｡実践に関しては,自分なりの掛け方と専門家の掛け方の違いに気付き,よりきれいにア
イロン掛けができるようになりたいという意欲や向上心を高め,学習の必然性を高めることがで
きるようにする｡その際は,掛ける部位を決め,順番を付けることで活動内容が分かりやすいよ
うにする｡また,ワークシートで順番や掛ける時間を確認しながら取り組むことがで自己評価し,
より良く仕上げるためにどうすればよいか考え,工夫することができるようにする｡さらに,評

価して発表する際には,十分に考え学習を振り返ることができるように場面や時間を設定する｡
家庭では,学習で取り組んだワークシートを持ち帰り,ワイシャツのアイロン掛けを実践し,学
んだことを振り返ったり,保護者が学習内容や生徒の実態を把握し,称賛したりすることで,家
庭の役割として取り組むことができるようにしたい｡学習場面のいずれにおいても,自分のもの
は自分で行うといった意識付けや保護者や友達,教師からの称賛により,できる喜びや満足感を
感じることで実践意欲を高めることができるようにする｡また,学習全体を通して,取扱説明書
や衣類の取扱絵表示を読んで安全に道具を使うことができるようにする｡
(展望)
アイロン掛けの学習を通して,身だしなみを整える等,快適な衣生活を送ろうとする意識や家

庭の役割意識が高まり,生徒たちの家庭生活が広がるとともに,家庭における自己有用感を高め
ることができるのではないかと考える｡
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生徒 x+X,ﾘ-h,ﾂ題材前の実態把握 乂x-,ﾉ<ｲ��������
興味,関心 宙4488ﾘ98ｧﾈ*���ーM.R 8+(Rﾘ,ﾈｻｹj,ﾒ中学生のとき授業でシャツとハ 傀H,ﾈｨkx.ｨﾘr���������������

(1年,男) 俘(*ﾘ,(*｢ﾉyYﾈ凾ンカチのアイロン掛けをした経験 ﾒﾈｪﾈ+X+ﾘﾊ冏ｸ//麌+x.b����������

れやシャツのしわなど ｨ*.鑓,H*(,ｸ*(,X.h*H,h+x.より理解しやすい｡複数の説明 ����

に注意を向けることが 8*ｨ*.な齷Zｨ,儘姥h+X,Bがあると,二つ目以降を忘れる ������

できる○ 偃h.x/,X*(+ﾘｲことがあるので-つずつ伝える 方が理解しやすいo ����

Y.R ｸ98,ﾈ+x+ｸ,ﾈ刪.｢今までアイロン掛けの経験はな 豫,依駢H,X,ﾉkhｾﾉ4����������

(1年,男) ):ｩJﾉy.ｨ*ｨ*,,Bい○操作においては,表面だけの 葵ﾈﾊ冏ｲ綾8踪,ﾈ8(6h8ｲ����������

もあまり気にしないo 488ﾘ98ｧﾈ*X*.な岑,ﾘ.,があると理解しやすい○ �������

衣服による体温調節, (*ﾈｦﾙDh*ｨ,X*ｸ,H*(,(ｹﾞﾂ前の席の方が集中して軽業に �������

TPOに合わせた衣服 佻4488ﾘ98/5h8868,ﾈ8,X*"臨むことができる○ ������

の選択に課題がある｡ ﾘ-ﾈ-ﾈ+X,H*(.,h*ｨ*,+ﾘｲ�������

M.Y 8+(Rﾘ,ﾈｻｹj,ﾒ中学の時の授業でズボンにアイ 傀Hｨx.ｨﾘx,ﾒﾈﾋ靜｢�����������

(1年,女) *ﾒﾉyYﾈ刪.ｨ.)yロンを掛けた経験があるoきれい X,ﾉkhｾﾉ4葵ﾈﾊ冏ｲ���������������

れについては,教師か ｸ.ｸ*h,H+X.h*H,h+x.8*ｨ*(教師のモデルや写真など)が ������

ら指摘があると直すこ に,ﾉYIZｨ,ﾘ齷Zｨ,俟ﾈ*h,Bあると理解しやすい○説明の後 �����

とができるが,白ら注 偃h.x/,X*(+ﾘｹ7)(h,X(h+X+rに確認をすると,より安心して �����

意を向けることは難し ﾈ,H4488ﾘ99H,ﾈ8,X*(+ﾘ-ﾈ-ﾂ活動に取り組むことができるo ������

い○ ﾈｩlｨ*ｨ*,+ﾘｲ������

S.K 乂x,ﾉ(h,RﾅE今までアイロン掛けの経験はな 傀H,ﾈｨX,ﾒﾈﾋ靜ｨ,X,ﾂ��������

(2年,罪) �,俘x.ﾘ+�+ﾘ笹Y�,ﾉ�����い｡ていねいにしようとする意識 ���k�,hｾ��ﾉ4�,葵�:�,ﾈﾊ冏ｲ鞍��

やふだん着-の関心が ﾘ*.｢ﾉ,ﾉYIZｨ,ﾙ>X*(+ﾘｲ師のモデルや写真など)を示す ��������

高まりつつある○制服 俾兒ｨ,X4488ﾘ98/'X*ﾘｨ/ﾔ姥bことで早く覚えることがでるo ������

でも身だしなみについ X,Bﾈ8,偃h.x.*H,h+x.倡�������

ては意識が高いo ｨﾊx.ｨ+ﾘｲ����

N.A 髭俘x.ﾘ+ﾘ柵自宅でのアイロン掛けの経験は 倩ｸｦ饑溢ｩ(488舵�����������

(2年,女) 兀ﾉ*ｨ攣ｹyYあり,シャツを焦がしたことがあ r麌+X,ｨ.y6*h.h.h.���������������

(襟やリボン)の乱れ ｢ﾈ4488ﾘ98,ﾉﾞﾈ.(ﾏｨ,"理解しやすい○また,指示を伝 ��������

についての関心は低いo (,H,ﾈｻｹj,ﾘﾘ(*(ｲえる場合は,簡単な言葉がより 理解しやすい○ ����

F.Y 8+(Rﾘ,ﾈｻｹj,ﾒ今までアイロン掛けの経験はな 傀H,ﾈｨX,ﾒﾈ7ﾈ48986r����������

(2年,女) 傅H*(*｢ﾈｴy(ｨ/い○シャツをきれいに広げるのが 麌+X+ﾘ4ｨｸ6ｨ駅+x.,b���������������

考えた衣服の選択に課 X*(+ﾘｹﾞﾈ,(,H.,H*"で,より正確に取り組むことが ����������

題がある｡ ｸ*(,X.h*H,h+x.8,ﾙ.*(ｲできるo �������

長い時間同じ部分に置いたままの X訷,ﾈ-*ｨ*.ﾘ-ﾞﾈｼb�������

場面があった○ ﾘ嚢訷/5h,ｨ.xﾛh訷,Xﾗ8*J������

A.M 8+(Rﾘ,ﾈｻｹjｭb作業学習の中でアイロンした経 h/,x,ﾈﾋ靜ｨ,X,ﾉyﾘ|ﾘ,ﾒ����������

(3年,男) 8,ﾘﾘ(*ﾒﾉyYﾈ刪.｢験がある｡肩の折り目を意識して 俘(*(ｸ訷*ｩﾘ*(ｨﾘx,ﾘ88(,R����������

やシャツのしわなどに H*(,ｸ*(,偃h.x.*H,h+x.8示すと確実に行うことができる○ ������

注意を向けることもで ｨﾊx.ｨ+ﾘ*｢ﾈｽﾘ,ﾘ4488ﾘ98/������

きるo 乂ﾈ*+ﾘｲ²�����

B.M 8+(X,(*(,H,ﾒﾂ今までアイロン掛けの経験はな 假ﾈ.ﾈ謌ﾈ2液i$(,ﾉｨ.):ｲﾂ���������

(3年,男) 俾兒ｨ,Y,YH8*H,rい｡ただ表面だけのアイロン掛け 儘磯h,ﾈ尸9著*ｨｴ8,な(b���������

興味が高まってきてい X*,+ﾘｹz,ﾘ.,(*ﾈｦﾙDb力が途切れてしまうことがある○ ����������

るo制服(シャツや袖) ﾘ+X,ｨ.xﾗ8,,H*(+ﾖ86(6ワークシートを活用すること �������

の乱れに気付き自分で x,ﾈｴﾘ齷Zｨ自ﾈ,Xﾗ8*H+,bで順番や操作などに気を付けて �������

直すこともできるo ｨ,X*ｸ,H*(+ﾘｲ一人で取り組むことができる○ ���

H.S X..｢ﾘ,ﾈｻｹj,ﾒ今までアイロン掛けの経験はな 丶x.)ﾘ,儼*(+ﾘ.なｾﾉ4����������

(3年,女) 俘(*ﾒﾈﾕ8齷Zｨ,Yrい｡ボタンの細い部分も意識して 乖ﾈﾊ冏ｲ綾8踪,ﾈ8(6h8ｲR��������

だしなみを整えようと 偃h.x-,h*ｨ,X*ｸ,H*(+ﾚﾊや示したりすることで理解が高ま �����

することができるo 仗ﾘ-ﾈ,X,ﾘ+X,H*(,&86(6,るo文字を書くことや細かい作 �����

どの起動は教師の確認が必要で あった○ 仂h,ﾘ鳧ｭH*ｨｧﾈ*����



3指 導 目標

(1)全 休 目標
○ 道具の名称や留意事項を理解 し,安 全にアイロン掛けができるようにす る。

○ アイロン掛 けを通 して,自 ら身だ しなみを整 えよ うとす る態度 を身に付 けることができるよ

うにする。

(2)個 人 目標

生 徒
 M.  R

(1年,男)

 Y.  R

(1年,男)

 M.  Y

(1年,女)

S. K

(2年,男)

 N.  A

(2年,女)

F. Y

(2年,女)

 A.  M

(3年,男)

B. M

(3年,男)

H. S

(3年,女)

本題材に関する課題
・ アイ ロン掛けの知識や技術 を習

得す ること
・ 自分で行 うべ きことや家庭 での

役割 として実践する態度 を身に付

けること

・ アイ ロン掛けの知識や技術 を習

得す ること
・ 身だ しなみへの意識を向上す る

こと
・ 家庭で実践 しよ うとす る態度 を

身に付けること
・ アイ ロン掛けの知識や技術 を高

めること
・ 自分で行 うべ きことや家庭 での

役割 として実践する態度 を身に付
けること

・ 身 だ しなみの意識 を高めること

・ アイ ロン掛けの知識や技術 を習

得す ること
・ 自分で行 うべ きことや家庭 での

役割 として実践する態度 を身に付

けること

・ アイ ロン掛けの知識や技術 を高

めること
・ 家庭で実践 しよ うとす る態度 を

身に付 けること
・ 身だ しなみの意識 を高めること

・ アイ ロン掛けの知識や技術を習

得すること
・ 家庭で実践 しよ うとする態度 を

身 に付 けること

・ アイ ロン掛けの知識や技術を高

めること
・ 自分で行 うべきことや家庭 での

役割 として実践す る態度 を身に付
けること

・ アイ ロン掛けの知識や技術を習

得すること
・ 家庭で実践 しよ うとする態度 を

身 に付 けること
・ 身だ しなみの意識 を高めること

・ アイ ロン掛けの知識や技術を高

めること
・ 家庭での役割 として定着を図る

こと

具体的な個人目標(規 準)
○ 道具の名称や使い方 を覚 え,安 全に気

を付けてアイ ロン掛けができるよ うにす

る。

○ 自分でワイシャツにアイ ロン掛けをす

る等,身 だ しなみを整 えよ うとする態度

を身に付けることができるようにす る。

○ 道具の名称や使い方 を知 り,安 全 にア

イロンを操作す ることができる。

○ 身だ しなみへの意識 を高め,自 ら実践

しよ うとする態度 を身 に付 けることがで

きるようにす る。

○ 道具の名称や使い方 を覚 え,安 全に気

を付けてアイ ロン掛けができるようにす

る。

○ 身だ しなみへの意識 を高め,自 ら実践

しよ うとする態度を身 に付 けることがで

きるようにす る。

○ 道具の名称や使い方 を覚 え,安 全 に気

を付けてアイ ロン掛けができるよ うにす

る。

○ 自分 でワイシャツにアイロン掛けをす

る等,身 だ しなみを整 えよ うとする態度

を身に付けることができるようにす る。

○ 道具の名称や使い方 を知 り,安 全 にア

イロンを操作す ることができる。

○ 身だ しなみへの意識 を高め,自 ら実践

しよ うとする態度 を身 に付 けることがで

きるようにす る。
○ 道具の名称や使い方 を知 り,安 全 にア

イロンを操作す ることができる。

○ 自分でワイ シャツにアイロン掛けをす

る等,身 だ しなみ を整 えよ うとす る態度

を身に付 けることができるよ うにする。

○ 道具の名称や使い方 を覚 え,安 全に気

を付けてアイ ロン掛けができるよ うにす

る。

○ 自分でワイ シャツにアイロン掛けをす

る等,身 だ しなみ を整 えようとする態度

を身に付 けることができるよ うにす る。

○ 道具の名称や使い方 を覚 え,安 全 に気

を付けてアイ ロン掛けができるよ うにす

る。

○ 身だ しなみへの意識 を高め,自 ら実践

しよ うとする態度を身 に付 けることがで

きるようにす る。

○ 道具の名称や使い方 を知 り,安 全 にア

イロンを操作す ることができる。

○ 自分で ワイシャツにアイ ロン掛けをす

る等,身 だ しなみを整 えよ うとする態度

を身に付けることができるようにす る。
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4　指導計画(総時数13時間)

次 偃X,逢xｨ粳>vR時数 倬隴H,9ﾉmｩUr����������

1アイロンの仕組みや必要性,衣類のしわが伸び 釘○アイロンの必要性や安全 �

る仕組みを知る○ 凾ﾈ操作について理解すると ともに,アイロンを掛ける 際の留意点や手順を知るこ 

･アイロンの掛かっているものと掛かっていな 

いものを比べその違いを発表する○ 凾ﾆができる○ ○アイロン掛け-の興味. 
･アイロンのカタログやインターネットの資料 

を見てアイロンの操作やしわが伸びる仕組みを 
調べる○ 

･操作を確認しながらハンカチ等にアイロンを 刳ﾖ心を高めることができる○ 

掛ける○ 

2アイロン掛けのポイントやクリーニングに出す 

ときの注意点について知る｡ 

･クリーニング店の方をゲストティーチヤーと 

して,アイロン掛けのポイントを聞く○ 
･クリーニングを利用する際の注意点やどのよ 

うな衣類を出すのかなどの話を聞く｡ 

3ワイシャツにアイロンを掛ける○ 途gｸ鰾○アイロンを安全に正確に 操作し,適切な方法でアイ ロン掛けをすることができ ��

･自分や家族のワイシャツに順番や留意点を確 

認しながらアイロンを掛ける○ 凾驕○ワークシートを見ながら �
･繰り返し取り組み,どのようにすればきれい 

にしわを伸ばすことができるかを考えるo 
･スプレーのりや霧吹きなどを使用し,その違 茶Rポイントに気付き,自分で ��

いをまとめる○ 剄lえてアイワン掛けをし, 評価をすることができる○ 

※授業後は家庭で実践し,自己評価し家族から 
の評価を受ける○ 

4家族の衣類にアイロンを掛ける○ ○基本を生かし,他の物の アイロン掛けの方法を知り, 実践することができる○ ○学習全体を振り返り,感 ��

･家族が日ごろ着ている服やお気に入りの服を 

持ってくるo 
･それぞれ持ち寄った衣類に適したアイロン掛 

けの方法を調べ,アイロンを掛ける○ /一≡ミ一一 剔zをまとめたり評価したり 
･畳みまでイ丁い,延に､帰り家咲からの評 凾ｷることができる○ 

価を受ける○ 

5学習のまとめをする○ 

･学習の中で気付いたことやできるようになつ 

たことをワークシートにまとめ発表する○ 



5　本時の学習(9/13)

(1)全体目標
○　アイロンを安全に操作し,適切な方法や部位の順番でワイシャツにアイロンを掛けることが

できる｡

(2)個人目標
生徒 仞ﾉ4盈ｩUr斡ｸ����
M.R ｸﾛh訷,X885h8868/咥+8*h,ｨ.rﾈMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*+x.,b��������������

(1年,男) ｨ,X*ｸ.���

Y.R ｸ.H,*ﾘ.h4488ﾘ98/:X,ｨ.rﾈMH,x*488ﾘ98/ｧﾈ*+x.�����������������

(1年,男) ,h*ｨ,X*ｸ.����

M.Y ｸ訷4488ﾘ98,X+X,*X.ﾘ/ﾈ,X,ｨ.rﾈMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*�����������������

(1年,女) x.,h*ｨ,X*ｸ.薬����

S.K ｸ4488ﾘ99H,85h8868/ﾔﾈ+.俤ｸ,X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,亢8/WH*H�������������

(2年,男) 儁H,x*488ﾘ98ｧﾈ*+x.,h*ｨ,X*ｸ.ｲ����������
N.A ｸ4488ﾘ99H,85h8868/ﾔﾈ+.俤ｸ,X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,亢8/WH*H�������������

(2年,女) 儁H,x*488ﾘ98ｧﾈ*+x.,h*ｨ,X*ｸ.����������
F.Y ｸ訷,X+X,*X.ﾘ/ﾈ,X,ｨ.rﾈMH,x*488ﾘ98/ｧﾈ*,h*｢������������������

(2年,女) X*ｸ.ｲ���

A.M ｸMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*+X,H885h8868,ﾈﾝyYH-ﾈ,R8,ﾈ5(4鋳�������������

(3年,男) 亢8/WH*H+X.ﾘ/ﾈ,x+,h*ｨ,X*ｸ.薬�������
B.M ｸ訷4488ﾘ98,X+X,*X.ﾘ/ﾈ,RﾈMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*+x.������������������

(3年,男) h*ｨ,X*ｸ.ｲ���

H.S 簸ﾈ.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,85h8868/ﾔﾈ+,BﾈMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*+r������������

(3年,女) ,h*ｨ,X*ｸ.ｲ�����

(3)指導及び支援に当たって
本時までに,生徒たちはアイロンを安全に操作することや道具の名称,用途について学習し,

ワイシャツ-のアイロン掛けを学枚や家庭で繰り返し実践してきている｡本時では,生徒が常時,

安全に活動に参加し,生徒の学びの特性に応じた指導をすることができるように学習グループを
編成する｡

るために
学習ファイルを確認して,これまでに失敗した点や良かった点を確認することで,よりてい

ねいにワイシャツにアイロン掛けをしようとする意欲をもつことができるようにする｡
身だしなみの面からもアイロン掛けの必要性に気付くことができるようにし,ていねいにワ

イシャツのしわを伸ばす等の意識をもつことができるようにする｡
専門家(クリーニング店の方)から受けたアドバイスを基に,アイロンを掛ける部位や順番

を明確にすることで,アイロンを掛ける手順に見通しをもって取り組むことができるようにす
る｡

操作を十分に行うために
個別に前時までの学習ファイルを確認することで改善点や留意点に気付き,自分で工夫しな

がらアイロン掛けに取り組むことができるようにする｡
ペアで取り組み,友達の実践を見ることで,順番や留意点をお互いに確認できるようにする｡
一人で一枚,自分のワイシャツにアイロン掛けをすることで,工夫しながら取り組むことが

できるようにする

習を振り返るために
ワークシートで仕上がりや順番を自己評価することで,本時の取組を振り返ることができる

ようにする｡

個に応じたワークシートを準備することで,順番や掛ける部位の確認および自己評価をしや
すいようにする｡

友達の発表を聞くことで,自分の取組を振り返り,比較したり次時へ生かそうとしたりする
ことができるようにする｡

践意欲を高めるために
仕上がったワイシャツを確認し称賛することで,活動の充実感を高めて自信をもつことがで

きるようにする｡

家庭でも実践しようとする意欲を高めることができるように,家庭学習の機会を設定し,学
習したことを保護者に伝えることができるようにする｡また,家庭での様子を紹介することで,
学習-の意欲を高めることができるようにする｡
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過程 乂x�ｨ�:��具体的な指導及び支援の手立て 倬�{���OR�

導入 (5分) ,ﾘ+h-ﾈ.ﾈ**(+8,(/+x.･始まりを意識できるように,サインを添えて 乂x7H4488ｲ���������

2本時の学習を知る○【必然性】 *(+8,(/+x.h*H,x.めあてカード �������

(1)前時の学習を振り返り,本 ﾈｫIｨ.(8ｸ4hｸ6x/X.云H.俤ｸ,陳����������

時の目当てと学習内容を確認 處x*ﾘ,X*ｸ+ﾘ+,h,ﾈ裘ﾈ淤5ｦﾙDh+Rﾈﾏﾈ2��������

する｡ 帝8.(wﾘ(-,h*ｨ,X*ｸ.h*H,x.ｲ�����������

アイロンでワイシャツのしわ 唳gｸ鳧,ﾈｧx>vX,imｩ9h,H/ｦﾙDh+Rﾈｧx,ﾉzﾂ�����

をきれいに伸ばそう○ ｨ.(ｨ侈ｨ+X/.,(+,h*ｨ,X*ｸ.h*H,r����������

(2)学習ファイルを確認し,操 ���

作の安全やアイロン掛けのポ 唸ｨ�:���,���8,ﾈ+ﾘ-�,�7H4�488ｸ,ﾉ]�WH*�9�,��

イントを確認する○ (*(,Hﾋ駢Hｧﾈ*ﾗ8*B����

展開 (30分) 885h8868,488ﾘ98/ｧﾈ*･活動の終了時刻を確認し,時間に見通しをもつ 俶H8*ｨ.位冏ｲ��������

て活動することができるようにする○ 偃引yUﾂ�

るo【思考.操作】 Aざ:呈cT 唸ｦYYH肩,ﾉz95(*(,Bﾈｨh,ｦﾙDh+rアイロン ��������

ることができるように,事前に板書等で示すよ 488ﾘ99B����

うにするo 85h8862���

･各々でアイロン掛けの順番や部位を確認しな 84ｸｲ����

がらできるように,ワークシートは個別に準備 x6(7b���

する○ ｸ4X4(6����

:三幸-∴ 唸8ｸ4hｸ6x,ﾙi6ｸ,ﾈH,h,HMH.(4488ﾘ98/ｧﾈ*ｨ,x*ｩZｨ*(+x*(.h*H,+x.薬4ｺx譏/訷ｧﾈ*傀yMH,hｧﾈ*兀H肩*ｩZｨ*ワークシート ��������������������������

DX:Rs.2 豆萪49;ﾘ鈷/訷ｧﾈ*傀yMH,hｧﾈ*兀H肩*｢���������

EN.A 順番:襟-→カフス-→前ボタン-→ 兒ｨ*踏2茣ﾄ"萪4XｺxHｩ訷ｧﾈ*傀yMH,hｧﾈ*兀H犬*ｩZｨ*豆ﾒﾅ貞"ﾄﾒ蜥ﾄ粭���������������

そで-背中-前-ハンガー 巴蜥ﾄょ2�

に掛ける ※F.Yは摸-→カフス-前ボタ 唸ｦX4ｸｸ7h,X,ﾒﾉﾈ,ﾉi6ｸ*ｨｨﾗ8,,H*".亊Bﾈ*囲ﾘ*(+ｸ,ﾉvﾈ/ﾊH裴+X+ﾘ.な64h6"4X+ﾘ.x.h*H,Rﾈｧx,ﾉ(h,X齪.xｴ9WH*"���������������������

ン-→そで一一ハンガーに掛ける ･終わったら随時ワークシート ﾘ.亜ﾉ+X.h*H,h+X+ﾘ.x.,h*ｨ,X*ｸ.h*B,x.｢Xﾘ鳧8,乖ｨ,X*ｸ.h*H,鎚ｦX4ｸｸ7b,仆8踪*ｨ,(*ﾘ.h*H,x.鑓-ﾈ+ﾒﾈ8,乖���������������������������

で評価するo【振り返り】 ,h*ｨ,X*ｸ.h*H,鎚ｨ餃ﾘ鈷/Zｨ,ｦﾙ]ｸ+X,H*ﾘ｢X*.x*h-xﾌ鳧ｭBﾃ)Z｢6*bﾈ4428ﾘ98ｧﾈ*ﾈ鳧ｭH/ﾇiｨ+Rﾈ詹*ﾘ+x.8/ﾘ"-,h*ｨ,X*ｸ.h*H,x.｢Xﾆ隴H*ｩZｨ*h*H,通(ｩZｨ,X+z8,hﾋB.h*H,x.｢X8ｸ4hｸ6x,舒8*(,H齪ﾌ蔚ﾘ廁+XR.云H.,h,Rﾈ鵁鳧,ﾉmｩUx,(,.,h*ｨ,R*ｸ.h*H,x.������������������������������������������������������������������������

終末 (5分) 滴覃8*ｨ.8醜,XｦﾙDh+Rﾈｴ2･教師用作業台に集合して,それぞれの仕上が ｸ4hｸ6r����������

付いたこと等を発表する｡ ｽﾘ,XｦﾙDh+Rﾉｨﾍﾘ,儷ﾘ廁+x.,h*ｨ,X*ｲ��������

【振り返り.実践意欲】 5次時の学習内容を確認する○ h*H,x.｢YJﾙUﾈ,X,Hｾﾉ4傲ﾈ裴+X+ﾘ.なｻ8踪*ｨﾋwH,Y^)ｸ+X+ﾘ.X,Bﾈｧx.(ｨX.云H.��������������������

【実践意欲】 6おわりのあいさつをするo h*ｨ,X*ｸ.h*H,x.Ygｸ鳧,ﾈｧx/彿.ｸ,YX.云H.,h*ｨ,X*ｸ.b*H,鎚彿.ｸ,X,ﾈｨkRﾈ8ｸ4hｸ6x/GｩWｨ+x.｢X**(+8,(ﾎ2ﾈ5ｸ5ｩ:(ﾗ9:ｨ,X*ｸ..h*H,鎚鵁,ﾈｨ6*h,H*x**(+8,(/+x..h*H,x.薬��������������������������������������������

※　cT:チーフティーチヤー　　ST:サブティーチヤー



(5)場 の設定
黒 板

CT

A

教師用作業台
E

作業台

D

作業台

 Y.  R S. K

ST1

 N.  A  M.  R

 A.  M

C

作業台

B

作業台
棚

 B.  M H. S  M.  Y  F. Y

ST2

手洗い場

(6)教 材 ・教 具
ス トップ ウォ ッチ 完成 した見本 文字カー ド

時間を意識 して取 り組 む
ことがで きるよ うにす る

ため

完成(良 品)を イメージ

す るこ とができ るよ うに

す るため

操作の留意点,安 全 を意

識 して取 り組 む ことがで

きるよ うにするため
F.Y,Y.R用

ワー ク シー ト

ア イ ウ
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(7)評価

(D個人目標に関する評価(手立ての評価◎:達成○:おおむね達成△:未 劔)ﾂ���

生徒 侘)ﾉmｩUx,ﾉUﾘ廁ｮ顏儷ﾘ幵具体的な手立ての評価 俾ｸ幵�����

M.R 左手でワイシャツを押さえながら,順番どおりア ･言葉での指示は明確 ����

(1年,男) 刄Cロン掛けをすることができた○ 凾ﾅ分かりやすいもので あったかo 

B 俚h訷,X885h8868/咥+8*h.,h,ﾙeｨ,H*(+ﾒ������
が,順番どおりアイロン掛けをすることができた｡ 勍完成した見本は良品 に仕上げるためのモデ 

C 俚h訷,ﾈ咥+8*h.(MH,(*(,Bﾈﾘ,侏駢Hｧﾈ*�������
必要としたo 刄汲ﾆなつたか○ 

Y.R ゆっくりとアイロンを動かしながら,順番どおり ･座席や作業場所は集 ����

(1年,男) 凾ﾉアイロンを掛けをすることができた 剞¥して取り組む環境と なっていたか○ 

B H,*ﾘ.h4488ﾘ98/:x+,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*｢ﾈ闥���������
番を間違えることがあった○ 勍実習前のワークシー トや言葉掛けでの確認 

C 488ﾘ98/:x58ｸ6ｩﾈ*ﾒﾈMH/ｭH*b�������������
ることがあり教師の支援を必要とした｡ 凾ﾍ適切であったか○ 

M.Y 手でしっかりしわを伸ばしながら,順番どおりア ･具体的な活動の見本 ����

(1年,女) 刄Cロン掛けをすることができた 凾窿潤[クシートは順番 を理解しスムーズに活 

B X.ﾘ/ﾈ,x+,h/eｨ.,h*ｨ*,(+ﾘ*｢ﾈMB������������
どおりアイロン掛けをすることができたo 剴ｮするために有効で あったか○ 

C 偃X+X.ﾘ/ﾈ,x+,h.(MH/eｨ.,h*ｨ*.なﾘ,侏駢Hｧﾈ*Tｹwh,h+X+ﾘｲ������������������

S.K しわができないようにワイシャツを広げて,順番 ･具体的な活動の見本 ����

(2年,男) 凾ﾇおりアイロン掛けをすることができた 凾窿潤[クシートは手順 を理解しスムーズに活 

B X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,85h8868/ﾔﾈ+.,h,ﾒ���������
難しかつたが,順番どおりアイロン掛けができた 剴ｮするために有効で あったかo 

C 85h8868/ﾔﾈ+.俤ｸ,X.ﾘ*ｨ,X*ｲﾈMH/e｢.,h*ｨ*.なﾋ駢Hｧﾈ*Tｹwh,h+X+ﾘｲ����������������

N.A しわができないようにワイシャツを広げて,順番 ･視覚情報を提示する ����

(2年,女) 凾ﾇおりアイロン掛けをすることができた 刄^イミングや言語での 指示は分かりやすかつ 

B X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,85h8868/ﾔﾈ+.,h,ﾒ���������
できたが,順番を間違えることがあった○ 凾ｽか｡ 

C 85h8868/ﾔﾈ+.俤ｸ,ﾈ+X.ﾘ/ﾈ,8+なMH/eｨ.,h*ｨ*.なｻ8踪,ﾈ辷/Tｹwh,h+X+ﾖ�����������������

F.Y 手でしっかりしわを伸ばしながら,順番どおりに ･文字カードは安全や ����

(2年,女) 刄Aイロン掛けをすることができたo 剽ｯ意点を心掛けながら 取り組むために有効で 

B X.ﾘ/ﾈ,x+,h/eｨ,H*(+ﾘ*｢ﾈMH,x*�����������
アイロン掛けをすることができたo 凾｠ったか○ 

C X.ﾘ/訷,Yﾈ,x+,h/eｨ,H*なMH/ｻ8蹌,h耳,丿ﾙDh+x.儺ｹwh*ｨ*,+ﾘｲ����������������

A.M 順番どおりにアイロン掛けをしてワイシャツの細 ･工夫したり改善した ����

(3年,男) 剳狽ﾜで気を付けてしわを伸ばすことができたo 凾閧ﾆいったことを考え ながら取り組むことが 

B 傀yMH,x*488ﾘ98ｧﾈ*+x.,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ���������
が,細部に気付いて取り組むことは難しかつたo 凾ﾅきるような活動を設 定することができたかo 

C 傀yMH/ｭH*h.,h*ｨ*.にX-ﾈ*浦IZｨ,ﾈ-ﾘ4488ﾘ98/ｧﾈ*ﾘｲ�������������

B.M 手でしっかりしわを伸ばし,順番どおりアイロン ･具体的な活動の見本 ����

(3年,男) 刳|けをすることができたo 凾窿潤[クシートは順番 を理解しスムーズに活 

B 偃X+X.ﾘ/,ﾈ,x+,h/eｨ.,h*ｨ*,(+ﾘ*｢ﾂ����������
順番どおりアイロン掛けをすることができた○ 剴ｮするために有効で あったか○ 

iC 偃X+X.ﾘ/ﾈ,8+なMH,ﾈｦﾙDi9鎚ﾘ,仆8踪,ﾂ辷/Tｹwh,h+X+ﾚ�����������

H.S しわができないようにワイシャツを広げて,順番 ･視覚情報を提示する ����

(3年,女) 凾ﾇおりアイロン掛けをすることができた 刄|イントや言語での指 示は分かりやすかつた 

B X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,(.h*H,85h8868/ﾔﾈ+.,h,ﾒ���������
できたが,順番を間違えることがあった○ 凾ｩ○ 

C 85h8868/ﾔﾈ+.俤ｸ,X.ﾘ*ｨ,X*ｸ,H*なMB,ﾈｦﾙDi9鎚ｻ8踪,ﾈ辷/Tｹwh,h+X+ﾚ������������

②　全体目標に関する評価
○　アイロンを安全に操作し,適切な方法や順番でワイシャツにアイロンを掛けることができた

か｡
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